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資料１ 
寝屋川市まちづくりワークショップ設置要綱 

 

（目的及び設置） 

第１条 第五次寝屋川市総合計画（以下「総合計画」という｡)の策定に当たり、市民のまち

づくりに関する意見を反映させ、市民との協働による計画策定を推進するため、第五次

寝屋川市総合計画策定に係るまちづくりワークショップ（以下「まちづくりワークショ

ップ」という｡)を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 まちづくりワークショップは、総合計画の策定に関することについて、意見・情

報を交換し合う。 

（組織） 

第３条 まちづくりワークショップは、会員 45人以内で組織する。 

（会員） 

第４条 会員は、次の各号に掲げる者がなるものとする。 

 ⑴ 公募による市民（委嘱する時点において満 18歳以上の、寝屋川市の区域内（以下「市

内」という｡)に在住する者のほか、市内の事業所に勤務し、又は市内の学校に通学する

者を含む｡)のうち市長が委嘱する者 20人以内 

 ⑵ 市政に関係する団体から推薦を受けた者のうち市長が委嘱する者 15人以内 

 ⑶ 寝屋川市の職員 10人以内 

２ 会員の任期は、第 11条の報告が終了したときまでとする。 

（会長及び副会長） 

第５条 まちづくりワークショップに、会長及び副会長１人を置き、会員の互選によりこ

れらを定める。 

２ 会長は、まちづくりワークショップを代表し、会務を総理する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときにその職務

を代理する。 

（会議） 

第６条 まちづくりワークショップの会議は、会長が招集し、会長がその議長となる。 

２ まちづくりワークショップは、会員の過半数が出席しなければ、会議を開くことがで

きない。 
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（部会） 

第７条 総合計画を項目ごとに専門的に意見・情報を交換し合うため、まちづくりワーク

ショップに、第１部会から第５部会までを設置する。 

２ 部会の担当する項目は、別表に定めるとおりとする。 

３ 各部会の会員は、会長が指名する。 

４ 各部会に、会員以外に２人以内の助言者（ファシリテーター）を置く。 

（報償） 

第８条 会員に対しては、報償として、通常要すると認められる交通費等を考慮し、出席

した会議１日につき 1,000円を支払う。 

（資料の提出等の要求等） 

第９条 まちづくりワークショップ及び部会は、その所掌事務を遂行するため必要がある

と認めるときは、関係職員に対して、資料の提出、意見の開陳、説明その他の必要な協

力を求めることができる。 

２ 委員会は、その所掌事務を遂行するため特に必要があると認めるときは、前項に規定

する者以外の者に対しても、必要な協力を依頼することができる。 

（情報の取扱い） 

第 10条 会員は、会員の職務上知り得た情報を、まちづくりワークショップの設置趣旨を

踏まえ、適切に取り扱うものとする。その職を退いた後も、同様とする。 

（報告） 

第 11 条 まちづくりワークショップは、平成 21 年８月末日までに、会議の内容について

報告を行う。 

（委任） 

第 12条 この要綱に定めるもののほか、まちづくりワークショップの運営について必要な

事項は、会長がまちづくりワークショップに諮って定める。 

   附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成 21年２月 20日から施行する。 

（この要綱の失効） 

２ この要綱は、まちづくりワークショップが第 11条の規定による市長への報告を行った

日限り、その効力を失う。 
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 別表（第７条第２項関係） 

部会 担当する項目 

第１部会 安全・安心に関すること。 

第２部会 福祉に関すること。 

第３部会 教育に関すること。 

第４部会 都市計画に関すること。 

第５部会 産業・環境に関すること。 
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まちづくりワークショップ会員名簿 

（50 音順 敬称略 平成 21 年３月 26 日現在） 

 氏名 性別 選出区分 

１ 荒木 和美 女 市職員 

２ 池澤 恵介 男 関係団体からの推薦 

３ 石川 真知子 女 公募による市民 

４ 今井 良子 女 関係団体からの推薦 

５ 上田 豪 男 市職員 

６ 大貫 泰二 男 市職員 

７ 大野 裕巳子 女 市職員 

８ 大村 武司 男 公募による市民 

９ 岡本 博文 男 関係団体からの推薦 

10 奥田 勝久 男 関係団体からの推薦 

11 尾崎 友香 女 公募による市民 

12 川原 祐 男 市職員 

13 木下 元重 男 公募による市民 

14 倉岡 美奈 女 公募による市民 

15 郷 文子 女 関係団体からの推薦 

16 小林 歩 女 公募による市民 

17 坂口 善治 男 関係団体からの推薦 

18 茂福 隆幸 男 市職員 

19 新宅 智子 女 公募による市民 

20 杉本 幸雄 男 関係団体からの推薦 

21 田岡 幸代 女 公募による市民 

22 田中 啓昭 男 関係団体からの推薦 

23 中川 佳子 女 公募による市民 

24 長島 正治 男 公募による市民 

25 野岸 嘉和 男 市職員 

資料２ 
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 氏名 性別 選出区分 

26 橋本 友子 女 公募による市民 

27 林 茂 男 関係団体からの推薦 

28 林 由圭里 女 公募による市民 

29 東川 輝久 男 公募による市民 

30 福岡 大貴 男 公募による市民 

31 穂積 常男 男 関係団体からの推薦 

32 本多 政雄 男 関係団体からの推薦 

33 牧田 昌也 男 公募による市民 

34 南 保次 男 関係団体からの推薦 

35 三野 政和 男 関係団体からの推薦 

36 森本 泰広 男 市職員 

37 山谷 敬子 女 関係団体からの推薦 

38 吉田 真由美 女 公募による市民 

39 吉堂 昭 男 市職員 

40 和田 みどり 女 市職員 
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資料４ 

全体スケジュール 

 

開催日 形態 テーマ 方法・内容 獲得目標 

１３／７ 全体 オリエンテーリング 自己紹介 部会分け希望 

２３／２０ 
全体

基調講演：松下啓一教授（相模女子

大学） 

 会長選出・部会分け

３ 
４／10・11 部会

・市の良い点、悪い点について① 

・のばしたいこと、問題点 

カード記入、模造紙

にレイアウト 

概要を整理して、次

回のテーマを絞り込

む 

４ 
４／24・25 

部会
・市の良い点、悪い点について② 

・課題に対応したアイデア出し 

カード記入、模造紙

にレイアウト 

絞り込み 

５ 
５／８・９ 

部会
・市の良い点、悪い点について③ 

・アイデアの提案 等 

カード記入、模造紙

にレイアウト 

中間的にまとめる 

６ 
６／５ 

全体
中間発表 各部会発表 

基礎調査の提示 

 

７ 
６／１９・2０ 

部会
具体的にどんな活動をするか① カード記入、模造紙

にレイアウト 

アイデアの提案 

 

８ 
７／3・4 部会

具体的にどんな活動をするか② カード記入、模造紙

にレイアウト 

アイデア、部会のテ

ーマ等 

役割分担の明確化 

９ 

７／１７・１８ 

部会

①まちづくり提言書づくり① 

②報告・発表 

 ①目次、構成等の確

認 

②発表版の相談：分

野の考え方、提案等

の確認 

③発表方法、役割分

担等の相談 

10 

７/２８・３１ 部会

①まちづくり提言書づくり② 

②報告・発表練習など 

 
案の確認 

リハーサル 等 

 
８／８ 

全体
市への報告・発表 

１０：００～１１：００ 

 
まちづくり提言書の

最終確認 

※各部会とも計１０回の会議を実施しました。

 91



資料５

基調講演内容 
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